
 

教第15号議案  

 

職員の服務の宣誓に関する規則の一部を改正する規則について  

職員の服務の宣誓に関する規則の一部を改正する規則を次のように制定する。  

令和３年６月14日提出  

神戸市教育委員会事務局  

事務局長  長谷川 達也 

 

 

理由  

職員の服務の宣誓の際に対面による実施及び様式における押印を不要とするに当たり，

規則を改正する必要があるため。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 3年 6月 14 日 

教 職 員 課 

 

職員の服務の宣誓に関する規則の一部改正について 

 

1. 対象規則 

職員の服務の宣誓に関する規則（昭和 26年４月教育委員会規則第５号） 

地方公務員法（抜粋） 

(服務の宣誓) 

第三十一条 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない。 

 

 

2. 改正の背景 

国において、従前対面により行っていた服務の宣誓について、対面を不要とする等の

方針が打ち出され、宣誓書を任命権者に提出することのみを規定するよう政令が改正さ

れた（令和３年４月１日施行）。 

それに伴い、神戸市においても、服務の宣誓について国同様対面による宣誓を不要と

した上で、宣誓書の様式を各任命権者が定めるものとする条例改正案が６月議会に上程

されている。なお、市長部局が新たに定める宣誓書の様式においては、押印が廃止され

た形となる予定である（条例施行規程：令和３年７月１日施行予定）。 

神戸市本体の条令等の改正を受け、今回、教育委員会規則において以下の通り改正を

行うこととする。 

 

 

3. 改正の内容 

現行規則第２条（服務の宣誓時の対面規定）を削除するとともに、改正条例において

各任命権者が定めるものとされている宣誓書の様式について、押印を廃止した形とする。 

 

 

4. 施行期日 

令和３年７月１日 
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 職員の服務の宣誓に関する規則 の一部を改正する規則をここに公布する。  

  令和３年  月  日  

神戸市教 育委員会    

教育長         

神戸市教 育委員会規則第  号  

職員の服務の宣 誓に関する規 則の一 部を改正する 規則  

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 規 則 （昭 和 26年４ 月 教 育委 員 会 規則 第 ５ 号） の 一 部

を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号 にお いて 「 改正部 分 」 という。）及び 改正 後の欄 に掲げ る規 定の 下 線又は

太線の 表示 部分 （ 以下第 １号 及び 第 ３号におい て「 改 正後 部 分」とい う。）につ

いては，次のとおりとする。  

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは，当該改正

部分を当該改正後部分に改める。  

(2) 改正部分のみ存在するときは，当該改正部分を削る。  

(3) 改正後部分のみ存在するときは，当該改正後部分を加える。  

改正後 改正前 

第１条  職員の服務の宣誓に関する条

例（昭和 26年４月条例第 22号。以下

「 条 例 」 と い う 。） の 施 行 に 関 し 教

育 委 員 会 職 員 に つ い て 必 要 な 事 項

は ， こ の 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ

る。 

第２条  特殊の技能を必要とする職務

に採用せられた者で，その職務を行

うにつき一定の見習課程を要するも

のの宣誓は，その見習課程の終了後

においてこれを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

第１条  特殊の技能を必要とする職務

に採用せられた者で，その職務を行

うにつき一定の見習課程を要するも

のの宣誓は，その見習課程の終了後

においてこれを行う。 

第２条  職員の宣誓は，次に掲げる公
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第３条  教育委員会事務局の会計年度

任用職員（地方公務員法（昭和 25年

法 律 第 261号 ） 第 22条 の ２ 第 １ 項 に

規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を い

う 。） 以 外 の 職 員 並 び に 学 校 及 び 幼

稚園の職員の宣誓書は，教職員課長

が保管するものとし，教育委員会事

務 局 の 会 計 年 度 任 用 職 員 の 宣 誓 書

は，その者の属する課長又は室長が

保管するものとする。 

第４条  条例第２条に定める任命権者

務員の前において行うものとする。 

(1) 事務局の職員（係長及びこれに

準 ず る 補 職 以 上 の も の を 除 く 。）

にあっては，総務部教職員課長又

はその委任を受けた者 

(2) 地方公務員法第 22条の２第１項

の規定により任用される事務局の

職員にあっては，その者の属する

課長，室長，館長又はその委任を

受けた者 

(3) 学校及び幼稚園の職員（校長，

園 長 及 び 教 務 主 任 を 除 く 。） に あ

っては，その者の属する校長，園

長又はその委任を受けた者 

(4) 事務局の係長及びこれに準ずる

補職以上のもの並びに校長，園長

及び教務主任にあっては，教育長

又はその委任を受けた者 

第３条  第２条第１号及び第４号に定

める事務局の職員及び第２条第３号

に定める学校職員の宣誓書は総務部

教職員課長が，第２条第２号に定め

る職員の宣誓書はその者の属する課

長，室長，館長がこれを保管するも

のとする。 
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が定める宣誓書は，様式によるもの

とする。 

（施行細目の委任） 

第 ５ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ

か ， 必 要 な 事 項 は ， 教 育 長 が 定 め

る。 

 

 

（施行細目の委任） 

第 ４ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ

か ， 必 要 な 事 項 は ， 教 育 長 が 定 め

る。 

  附則の次に次の様式を加える。 

 

様式（第４条関係） 

 

宣   誓   書  

 

私 は ， ここ に ， 主 権が 国 民に 存 す る こ とを 認め る 日 本 国 憲法 を尊 重 し ， 且

つ，これを擁護することを固く誓います。  

私 は， 地 方 自治 及 び 教育 の 本 旨 を体 し ，全 体 の 奉 仕 者 と して ， 法 律 に 従 い，

公 務を 民主 的 且 つ 能 率的 に運 営 す べ き 責務 を 深く 自 覚 し ，誠実 且 つ 公 正 に職

務を執行することを固く誓います。  

 

 

年   月   日         

名前   

 

 

   附  則  

この規則は，令和３年７月１日から施行する。 
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